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！！フランス革命が残したもの－人権宣言と国民国家
　フランス革命がおこってからすぐに、『人間
と市民の権利の宣言』が採択されました。今
「人権宣言」とよばれるものです。
　その内容は、
・人間の自由と権利の平等
・自由・所有・安全および圧政に対する
　抵抗の権利
・国民主権
・法の下での平等
・法の支配
・無罪の推定
・言論・出版の自由、私有財産の不可侵
などです。この宣言は、アメリカ独立宣言とな
らび、自由・平等などの基本的人権、近代市民
社会の原則をうたっています。この自由・平
等、国民主権などが、ほかのヨーロッパ各国の

　革命後の８月の国民議会では、貴族らに有利
な税制や農民が教会に納める税金が廃止され、
すべての人間の自由・平等、主権在民などを主
張する「人権宣言」が採択されました。
　そして、貴族が独占した官職を市民に開放

フランス革命政府の政策

●1798年にローマに侵攻したフランス軍　フランス軍は国
民意識で士気が高く、諸外国の軍を打ち破りました。

　このころ、フランスは戦費などで財政が破綻
しており、財政改善のため、国王や側近は税制
を改革して対応しようとしますが、不利益をこ
うむる貴族層たちは反対していました。
　不作のため、農民や市民はパンにも困ってお
り、特権階級に不満をもっていましたが、さら
に強く反発していたのは、高額な税金を払わさ
れ、国債を保有していた有産市民でした。同じ
ような経済活動をしていながら、貴族の資本家
と税制上の不公平がありました。財務が不安定
だと経済発展が停滞し、また国家が破綻すると
国債が無価値になり、損害をこうむりますが、
この国債の債務の中に貴族層への給金や年金も
あったことより、有産市民は不満でした。
　こうした状況のなか、財政改革と税制改革の
ために、1789年６月に三部会が徴集されまし
た。そのとき、有産市民は増税に反対する特権
階級に対抗するため、国民会議をつくりまし

●バスティーユの襲撃　貴族層への不公平感から市民の
不満がたまり、政治犯を収容し軍備品などを集めていたバス
ティーユ監獄を襲撃しました。

特権階級と有産市民の対立

●テュイルリー宮殿の襲撃　1792年８月に民衆と兵士など
が、ルイ16世がこもるテュイルリー宮殿を襲撃しました。ルイ
16世が議会に逃げ込んだことで、共和制になりました。

　その後、革命の進行とともに、貴族や聖職者
の中には、亡命するものがあらわれました。彼
らは国外で反革命運動をし、同調者をつのりま
した。国王ルイ16世も、1791年１月に王妃マ
リー・アントワネットの実家のオーストリアに
亡命をこころみましたが、失敗しました。
　ヨーロッパには王室同士の婚姻関係がありま
した。フランス王室の親族であるスウェーデン
や、王妃マリー・アントワネットの実兄の神聖
ローマ帝国皇帝は、身内の危険を案じ、フラン
ス革命の余波を危惧していました。神聖ローマ
帝国・プロイセンとオーストリア連合は革命を
くつがえそうとしてフランスと戦争になりまし
た（フランス革命戦争）。1793年にルイ16世
が処刑されると、イギリス、スペイン、オラン
ダ、イタリア諸国も反革命の姿勢をとり、フラ
ンスと戦いました。

ヨーロッパ諸国の反革命包囲網 　フランス軍は初戦に勝ったものの、給料の未
払いなどで士気が落ち、劣勢に立たされまし
た。そこで徴兵制をしき、軍備を整えました。
それからフランス軍は強くなり、侵攻してきた
諸外国を撃退し、オランダやイタリアなどに侵
攻していきました。そしてイギリス以外の国を
降伏もしくは和平にもち込み、フランスはヨー
ロッパの一大強国になりました。

た。貴族は自分たちの権益を守るために、国民
議会を弾圧しようと軍を動かそうとしますが、
給料不払いで兵士は命令を従わず、貴族に反発
した市民たちが1789年７月14日バスティーユ
監獄を襲撃して、フランス革命が勃発しました。

し、官職の売買を禁止しました。さらに領主に
対しては、領民に対する税（死亡税など）など
の特権を廃止し、地代をとる権利だけを残しま
した。また教会が所有する土地を没収し、没収
した土地を担保にして、紙幣を発行しました
（のちに廃止）。
　この紙幣により財政が改善しましたが、その
反面、貴族や聖職者だけでなく、教会に対する
姿勢などから、市民の中にも革命に反発するも
のがあらわれ、やがて内乱がおきました。
　また、いろいろな党派ができ、その路線の相
違で争いがおきました。さらに、有産市民と一
般の市民や農民との対立、内紛などがおこり、
政府も混乱しました。

フランス革命への敵意と警戒心を生みました。
　この国民主権により、イギリスの清教徒革
命・名誉革命と合わせて、近代的な国民国家の
概念が成立しました。そのなかで、国民はいろ
いろな権利を得ると同時に、納税や教育などの
義務を負うことになりました。
　その一方で、国民の帰属意識が形成され、国
民の多数派が言語・文化などの均質性を求める
傾向が生まれ、少数派に対する抑圧的・排他的
な態度を生み出すことになりました。同時に国
民の帰属意識は国民主義（ナショナリズム）を
生み出し、他民族に対する排他的で差別的な行
動（人種主義）の原動力にもなっています。
　さらに、国民意識は植民地主義と関連し、国
民意識高揚のために19世紀中期からヨーロッ
パ諸国は植民地を拡大するようになりました。
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オスマン帝国の台頭

　黒死病により、ヨーロッパ諸国では軍事力の
中心だった諸侯と騎士の人口が減少し、軍事力
が弱まりました。これに対し、台頭したのがイ
スラム国家のオスマン帝国です。オスマン帝国
の軍の主力は傭兵※だったため、軍の弱体化が
避けられました。東ローマ帝国はキプチャク=
ハン国と連携してバルカン半島、黒海沿岸など
を支配していましたが、キプチャク=ハン国の
弱体化とともに衰え、かわってオスマン帝国が
勢力を拡大しました。そして1453年にはオス
マン軍の攻撃によって首都コンスタンティノー
プルが陥落、東ローマ帝国は滅亡しました。
　東ローマ帝国では、古代ギリシア・ローマの
研究がすすんでいました。滅亡した東ローマ帝
国から、多くの人々がイタリアに逃れてきまし

　中世の東ヨーロッパでは、モンゴル帝国が分
かれてできたキプチャク=ハン国が大きな勢力
をもっていました。
　このキプチャク=ハン国は黒海の交易路の拠
点のひとつであるクリミア半島などを支配下に
おき、交易で栄えていました。ところが、ペス
トが流行したあと、人口減による交易の不振、

モンゴル帝国の弱体化

　14世紀のペスト（黒死病）大流行は、中世
ヨーロッパの封建社会を崩壊させました。
　領主が所有する荘園には「農奴」とよばれる
農民がいて、領主は収穫から地代をとっていま
した。このころは農業生産技術が発達して収穫
量がふえ、余剰の農作物の売買で貨幣経済が普
及し、農奴をふくめた農民の自立と領主への貨
幣地代の導入がすすんでいました。また、荘園
には労賃をもらう農業労働者もいました。
　ところがペストで農民の人口が激減すると、
生き残った農民のなかに親族の土地を相続して
広い土地を得て裕福になるものがあらわれまし
た。労働力不足のため労賃が上がり、地代は下
がりました。こうして、農民はさらに自立し、
封建制の農奴制が崩壊しました。諸侯などの領
主は収入が減り、没落するものが出てきました。

封建社会を崩壊させたペスト

●1380年のクリコヴォの戦い　モスクワ大公国を
はじめとするルーシ諸国がキプチャク=ハン国を破っ
た戦いです。ルーシ諸国とは、むかしキエフ大公国が
あった地域にできた国々です。この戦いで、キプチャク
=ハン国の勢力が衰えて、モスクワ大公国が台頭しま
した。

農村などの支配地からの収入の減少により、ハ
ン（王）が配下の有力者に十分な分配ができな
くなり、ハンへの求心力が低下しました。それ
により後継者争いが激しくなり、また人口減も
あって、大きく軍事力が低下しました。
　そのすきをついて勢力を拡大したのが、モス
クワ大公国です。この国は、キプチャク=ハン
国の支配下で徴税を代行したことで勢力を維
持していました。キプチャク=ハン国が弱体化

すると、キプチャク=ハン国との戦いに
勝って独立を確立し、勢力を拡大しまし
た。モスクワ大公国は、のちにロシア帝
国に発展します。

ペスト流行の前と後のヨーロッパの推移

①1300年のヨーロッパ　東ヨーロッパには、キプチャク=ハ
ン国が大きな勢力をもっています。

②1400年のヨーロッパ　東ローマ帝国が衰退し、オスマン帝
国が拡大。イングランドとフランスの百年戦争が続いています。

③1500年のヨーロッパ　バルカン半島がオスマン帝国の支配
下になっています。ロシア大公国が大きくなっています。

④1600年のヨーロッパ　モスクワ帝国が拡大し、キプチャク=
ハン国が滅亡しました。

●ラファエロ画「アテネの学堂」　古代ギリシアの人々が学
堂で自由に意見を交換しあう様子を描いています。キリスト教
を象徴する十字架を床に描いて、キリスト教とギリシア哲学
の調和を意図しています。

　領主の諸侯や騎士の地位が低下し、農民や資
産家の地位が上がったため、王は両者の上に立
つことになり、絶対王政が成立しました。

た。彼らはイタリアに古代ギリシア文化を伝え
ました。そこからフィレンツェを中心に、古代
ギリシア文化を見直す文化運動「ルネサンス(文
芸復興)」が開花することになったのです。

●中世ヨーロッパの城と荘園　城にすむ領主が周囲の荘園を
支配していました。領主は農奴を守る義務がありました。
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※「傭兵」とは、給料である金銭を得るために、募集してきた兵士のことです。 1716

歴史がわかる、３つの特徴！歴史がわかる、３つの特徴！

飢饉でおきたロシア革命
　ロシアでは1905年の血の日曜日事件以来、
労働者の暴動などがおき、不穏な雰囲気があ
りました。そのようなときに第一次世界大戦が

はじまりました。当初、市民は戦争に賛成して
いましたが、次第に厭戦気分が高まり、飢饉
が引き金になり革命がおきました。

コラム

　イタリアのパレルモでおこった1848年革命
は各国に広がりました。最初は革命がうまく
いった国もありましたが、どの国でも市民は、
保守派や国王などに屈服させられました。
　イタリアでは、パレルモだけでなく、オース
トリア＝ハンガリー帝国が支配していた北部で
も、その支配を脱するための市民の蜂起や帝国
に対するサルデーニャ国王の宣戦布告があり、
第一次イタリア独立戦争がはじまりました。し
かし、最終的に失敗しました。
　オーストリア＝ハンガリー帝国では、体制維
持のために民族主義と自由主義を弾圧していま
したが、市民はフランスでの革命をみて、皇帝
に穏健な自由主義的な要求を出しました。しか
し、期待外れの返答だったため、ウイーンで蜂
起します（ウイーンの十月蜂起）。反乱兵士も
蜂起に加わりますが、鎮圧されました。ハンガ
リーではマジャール人中心の改革がすすめられ

ヨーロッパ各地の1848年革命

　1830年の七月革命でできた政府は、選挙権
を高額納税者（＝資本家）だけに限定してお
り、革命の恩恵を受けていない市民の不満は高
まっていました。1848年２月、改革のための
集会が開催され、多くの市民が集まりました。
そして大規模なデモになり、議会にむかって行
進しました。この事態を受け、国王は首相を罷
免しましたが、新任の首相も保守派（＝資本家）
で、失望した市民はデモを続けました。ここに
いたって国王は退位してロンドンに亡命し、フ
ランスの王政は廃止されました（二月革命）。
　革命政府は労働待遇の改善、失業者対策の国
有企業の設立（国立作業場）、普通選挙の実施
などの政策を打ち出しました。しかし、普通選
挙で保守派が多く選ばれ、新政府は国立作業場

●二月革命　赤い旗は社会主義者が掲げているものです。
実は、これまでの革命で地主になった農民からは、土地の共
有制につながる社会主義は支持されませんでした。

フランスの二月革命 の廃止など、労働者に不利な政策を決定しまし
た。そこで労働者は六月蜂起をしましたが、鎮
圧され、保守派が主導権を握りました。ここに
資本家と労働者が対立する構図ができました。
　それから第二共和政になり、第二帝政に移行
していきます。

ましたが、他民族からの反発もあり、民族間の
対立を利用した皇帝によって鎮圧されました。
チェコでも蜂起がおきました。
　プロイセン王国では、市民と軍隊の衝突がお
きました。最初は国王が自由主義的な政策をし
ましたが、国王は最終的には革命をおさえつけ
るのに成功しました。

●ウィーンの十月蜂起　暴動をおこした市民を鎮圧するため
に動員された帝国軍の兵士も反乱をおこして、市民に加わり
ました。

　クリミア戦争に負けたロシアは、徴兵制をふ
くめた国の近代化のために、1861年に農奴解
放を実施しました。しかし、貴族の既得権益を
守る必要があって中途半端なものになり、農民
への土地分譲価格は高く分割払いになりまし
た。貧しかった農民たちは不満をいだきました。
　またロシアでは19世紀末から資本主義が発
達しましたが、労働条件が非常に悪く、禁止さ
れていたストライキがおきるほど、労働者の不
満がたまっていました。しかし政府は戦争など
のため改革に不熱心でした。そのため日露戦争
中の1905年に第一次ロシア革命がおこります。

構造的に矛盾をはらんだロシア社会

●血の日曜日前のデモ　1905年の第一次ロシア革命の発
端です。デモの回りを軍隊が取り囲んでいます。

●1917年２月に抗議する革命家たち　指導者の中には、敵
国から資金を得ていたものもいました。

　ロシアでは19世紀末から20世紀初頭にかけ
て工業の発達とともに人口がふえましたが、そ
れをささえる農業が後進的で生産が追いついて
いませんでした。そのため天候不順になると、
すぐに飢饉が発生する状態でした。
　そのようななかで、第一次世界大戦がはじま
りました。開戦当初、市民たちは参戦を支持し
ていました。しかし、敗戦が続き、皇帝と軍は
それを打開できませんでした。また、バルト海
や黒海を封鎖されたため、貿易ができなくな
り、経済不振に陥りました。そしてインフレに
なり、市民の不満がたまっていきました。
　農民は、収入は上がらないのに生活費が上

政策失敗の飢饉からロシア革命へ

がったため、自給自足の生活にもどるように
なって収穫が減り、都市では食糧不足になりま
した。そして、1916年から飢饉になりました。
食糧などの物価高がすすみ、労働者は賃金上昇
を要求して、ストライキをしました。
　そのような状況の中で、貴族層・資産家層か
らも皇帝に対する不信感が出てきました。そし
て1917年２月にロシア革命がおこったのです。
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歴史の転機に自然災害あり！歴史の転機に自然災害あり！
戦争も革命も、自然災害と関連があった！
　フランス革命も、ロシア革命も、産業革命も、また太平洋戦争も、自然災害を契機にして
おこりました。自然災害がおこってから、革命や戦争がおこるまでの経緯を、写真やイラストなどを
つかって、わかりやすく説明しています。

フランス革命
は

フランス革命
は

火山噴火と火山噴火と

関連あり！関連あり！

ロシア革命はロシア革命は

火山噴火と火山噴火と

関連あり！関連あり！

国や社会の存亡の裏に自然災害あり！
　モンゴル帝国が滅んだり、ロシア帝国がおこったり、オスマン帝国が栄えたり、イタリアの都市国
家が衰えたりと、歴史にはいろいろな出来事がありましたが、その裏には自然災害がありました。そ
れらの原因となった自然災害を取り上げ、滅亡、衰退、盛大になった経緯を説明しています。

モンゴルとモンゴルと

オスマンの裏
に

オスマンの裏
に

ペストあり！ペストあり！

　ヨーロッパの中世に流行したペスト（黒死
病）は、14世紀から17世紀まで、数度流行
しました。とくに14世紀から15世紀初頭に

かけての流行時には、人々のくらしや産業の
仕組みまで変えるほど大きな影響を社会に与
えました。

中世ヨーロッパで流行したペスト
史上最悪の被害をだした感染症による災害

　モンゴル帝国は、13世紀中期には東ヨーロッ
パを支配し、陸路でも海路でもヨーロッパの
国々と交易していました。モンゴル帝国の分国
であるキプチャク=ハン国（ジョチ・ウルス）
の支配地だったクリミア半島には、交易のため
にイタリアの海港都市ジェノヴァやヴェネツィ
アの商人が進出していました。そこでキプチャ
ク=ハン国と奴隷や絹織物、香辛料などを交易
していました。それらはヨーロッパや地中海東
岸に運ばれて高価で取り引きされています。
　ところが、1347年にジェノヴァとキプチャ
ク=ハン国の戦争中にクリミア半島でペストが
流行し、ヨーロッパに伝播しました。ペストは
コンスタンティノープル（今のイスタンブル）
をへてシチリア島にもち込まれ、地中海各地に
広がりました。1350年にはヨーロッパ各地に
感染が拡大し、各地で人口が減少しました。

モンゴルとの交易、戦争とペスト

モンゴル帝国の勢力拡大とともに、ペストは東方（図の右手）の中央アジアから陸路で黒海沿岸へ伝播し、その
後、交易ルートの黒海、地中海の海路をへてヨーロッパ各地に感染拡大したと考えられています。
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●15世紀のジェノヴァ　イタリア北西部の海洋都市国家と
して、貿易や金融、軍事などの分野で発展し、東方から船で
運んだ物資をヨーロッパ各地に売り、繁栄しました。『ニュル
ンベルク年代記』より

　14世紀中頃、ペストが大流行し、7500万～
２億人の死者がでました。このときのペストの
死者は、手足の先が黒ずんで見えたことから、
ヨーロッパで「黒死病」とよばれました。ペス
トはヨーロッパ全域に広がり、史上最悪のパン
デミック（感染爆発）を引きおこしました。
　ペストは、ノミがネズミなどから人間にペス
ト菌を感染させる伝染病です。ペストの流行
は、モンゴル帝国の支配下だった中央アジアか
らはじまりました。モンゴル帝国は活発に交易
をしていたため、感染者や交易物に紛れ込んだ
ノミやネズミによって、ヨーロッパに広がった

ノミが感染させたペスト と考えられています。また、人から人への感染
もあったと考えられます。

●ペストの流行を描
いた絵　ペストと戦
争でヨーロッパの社
会が崩壊する様子が
描かれています。ピー
テル・ブリューゲル画
『死の勝利』

1514

14世紀黒死病の流行経路
1294年の分割前のモンゴル帝国です。モンゴル帝国は、東ア
ジアから東ヨーロッパまで、広大な地域を支配していました。

カラコルム

バグダッド

コンスタンティノーブル

カラコルム

バグダッド

コンスタンティノーブル

カラコルム

バグダッド

コンスタンティノーブル

モンゴル帝国の最大勢力範囲

①写真や図、地図がいっぱい、わかりやすい！
　『自然災害で変わる 歴史が変わる！』は写真や地図、図をたくさん掲載しています。
歴史が苦手な人でも、目で楽しみ、理解しやすいようになっています。

たくさんの見出しと
コンパクトな本文
短い本文と、細かい見出
しにより、見出しだけで
読んでもページの内容が
わかるようにしています。

地図でわかる
地図をたくさんのせるこ
とにより、見るだけで楽
しんで歴史を理解できる
ようになっています。

写真や絵がいっぱい
写真や絵を見るだけで、
知識として楽しく印象づ
けられます。また読んで
もあきないようになって
います。

災害と関連のある
年表
自然災害と歴史の関連
がわかるように、年表
をつけたところもあり
ます。これで、歴史が
わかりやすくなってい
ます。

②各地域の歴史をリンク
　して理解できる！
　日本史も世界史も、時代の流れは理解できて
も、各地域の同じ時代の関連は理解しにくいも
のです。本書は自然災害で各地域におこったこ
とがわかることで、歴史をつなげて理解するこ
とができます。
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　白頭山は朝鮮半島北部にある標高2774m
の火山です。過去に数度の火山活動の記録が
あり、946年11月にVEI＝７の大噴火をおこ

しました。このときの噴火で、山頂付近にカ
ルデラができ、今は「天池」とよばれるカル
デラ湖になっています。

946年白頭山噴火による気象変動
日本まで火山灰が降った大噴火

　そのころ、中国は唐が滅亡してから宋が中国
を統一するまでの間の、「五代十国」の時代で
した。白頭山噴火の直後の946年12月に、華
北の後晋が契

き っ た ん

丹人（遊牧狩猟民）の遼
りょう

に滅ぼさ
れました。そのあと遼は華北にしばらく居座り
ますが、農耕民族を征服することに対する内部
対立と、支配された漢民族の反発により、北方
に退きました。華北では、後晋にかわって後
漢、後周がおこり、そのあとに宋（北宋）がお
こりました。この宋が華中、華南を統一して、
中国に統一国家が再び登場しました。

　白頭山の噴火直後に、日本では火山灰が降り
ました。噴火の翌年、日本は暖春になりまし
た。ところが５月には低温になり、その夏は冷
夏になりました。
　中国では、すぐに低温になり、翌年から低温
による飢饉がおこりました。そのあとも翌々年
の948年には低温が記録され、949年には蝗

こ う が い

害
（イナゴかバッタの食害）が記録されています。
　気象変動の記録は朝鮮半島、日本、中国にか
ぎられていますが、世界的な気象変動をおこし
たものと考えられます。

　このころヨーロッパでは、マジャール人が建
てたハンガリー公国が勢力を広げていました。
　マジャール人はウラル地方南部で遊牧をして
いた集団がもとで、５世紀ごろにアゾフ海（黒
海の北東部）北岸に移動してきました。９世紀
になると、東ヨーロッパに移動し、ハンガリー
平原（パンノニア）に移住し、支配しました。
　そこから907～910年の間に、西フランク王
国・中フランク王国・東フランク王国を破り、
927年にはドイツ以東、北イタリアまで支配下
において、大きな勢力になっていました。
　しかし、白頭山の大噴火から９年たった955
年、マジャール人はレヒフェルトの戦いで敗れ、
マジャール人の西方への侵攻は終わりました。
また同時期の東ローマ帝国への侵攻も敗北が続
き、970年のアルカディオポリスの戦い（今の
トルコ）で大敗し、それからバルカン半島方面
への侵攻も終わりました。
　そののちにマジャール人は領内でキリスト教
の布教を認め、997年には皇太子が洗礼を受け
ました。そして、1000年にハンガリー王国に
なりました。●白頭山の山頂にある天池　天池はカルデラ湖です。946年の大噴火でこのカルデラができました。

日本、中国に気象変動の記録

遊牧民マジャール人

宋の中国統一

　そのころイタリアは、フランク王国のカロリ
ング朝の支配からはなれて、諸侯が王位を争っ
ていました。
　白頭山の噴火のあと、951年に東フランク王
国のオットー１世がイタリアに侵攻しました。
オットー１世は、イタリアの東ローマ帝国領と、
ローマ公領などをのぞいたイタリア中部以北を
支配し、マジャール人勢力をイタリアから追い
出しました。そして962年にローマ教皇によっ
て西ローマ皇帝とされ、イタリア王とドイツ王
を兼ねた、神聖ローマ帝国皇帝になりました。

東フランク王国が神聖ローマ帝国に

●マジャール人の戦士　マジャール人は騎馬のあつかいに慣
れており、ヨーロッパの諸国からおそれられました。

●オットー１世
東フランク国王の
オットー１世が西
ローマ教皇から皇
帝の冠を授けら
れ、東フランク王
国が神聖ローマ帝
国になりました。

オレンジ色が本拠地のハンガリー平原、ピンク色が支配下に
していた土地です。

927年のマジャール人の勢力範囲

ハンガリー
平原

レヒフェルト

アルカディオポリス
（今のリューレブルガズ）

5352

自然災害で世界中でおこったことがわかる
自然災害のなかには世界中に影響があるものがありま
す。各地域でおこったことを理解することで、歴史の横
のつながりがわかります。

③資料性がバツグン！
　本書では、巻末に大きな自然災害をもとにした年
表と、見返しに日本と世界でおきた火山噴火などの
一覧をのせています。年表は、自然災害と歴史の出
来事が関連づけられるようになっています。

33年 イエス=キリストの処刑。 弟子が伝教をはじめます。
50年
±100年

アンブリム島噴火（バヌアツ、VEI=6） 
数回噴火したといわれています。

115年 アンティオキア地震（トルコ、M7.5）
死者26万人でて、津波が発生しました。

155年 ロドス島で地震（ギリシャ）
165-180年 アントニヌスのペスト（ローマ帝国、天然痘？）
171-185年 後漢で疫病（中国、おそらく天然痘と麻疹）

そのあとに黄巾の乱おこりました。

194年 後漢で旱魃、飢饉発生（中国）
220年までに人口が1/4に減少しました。

200年ころ ゲルマン人の移動、ローマ帝国内に侵入             
220年 後漢滅亡
222年 呉で疫病（中国）が流行、飢饉が発生

魏が呉に侵攻しましたが、疫病の発生を見て、撤退しました。

232年 タウポ湖噴火（ニュージーランド、VEI=7）   
249-262年 キプリアヌスの疫病（ローマ帝国、天然痘？）

ローマ帝国が弱体化し、東西分割統治につながります。

253年 中国で疫病が流行、飢饉が発生
魏と呉でクーデターと内乱など、中国が乱れました。

313年 ミラノ勅令、ローマ帝国でキリスト教の合法化。

340年 アクタン島噴火（アラスカ、VEI=5）            

350年 フン人、黒海周辺に進出、アラン人を滅ぼす。          

375年 ゲルマン人の大移動がはじまる。             

395年 ローマ帝国が東西に分裂する。             

431年 イロバンゴ湖噴火（エルサルバトル、VEI=6）
メソアメリカ文明が打撃を受け、テオティワカン
文明が衰退しました。写真はイロパンゴ湖です。

476年 西ローマ帝国が滅亡。
481年 フランク王国おこる（フランス）。
526年 アンティオキア地震（トルコ、M7.7）

地震と津波で死者が25万1000人でました。

535年 クラカタウ山噴火 （インドネシア、VEI=5 以上）
火山灰による日照不足で世界各地で気候不順
になり、旱魃や冷害による飢饉がおこりました。
写真は、噴火するクラカタウ火山です（2008
年）

541-549年 ユスティニアヌスのペスト（東ローマ帝国）
のちのイスラーム勢力拡大につながります。またランゴバル
ト族などの民族移動がおこりました。

585年 日本で疫病が流行、おそらく天然痘
仏教を伝えた渡来人から疫病が伝播したと考えられ、そのた
め物部氏が排仏を主張し、蘇我氏と激しく対立しました。

599年 推古地震（日本・近畿地方）            
610年 隋で天然痘（中国）

隋の滅亡につながりました。

610年 イスラム教のはじまり。        
618年 隋が滅亡し、唐がおこる（中国）。
626年 推古大飢饉（日本）

洪水と旱魃、冷夏、長雨、7月の大雪が原因です。

638-639年 東ローマ帝国でペストが流行
650年 シベルチ山噴火（カムチャツカ半島、VEI=5）

そのあと、日本で白雉3年難波の大洪水がおこ
りました（652年、近畿地方）。

653年 ダカタウア湖噴火（ビスマーク諸島、VEI=6）
654年に朝鮮半島で飢饉が発生し、そののちに百済が滅亡
しました（660年）。白村江の戦（667年）につながります。

683年 ラバウルカルデラ噴火（パプアニューギニア、VEI=6）
688-744年 レバント（シリア、パレスチナなど）でペストが流行

744年までにほぼ10年おきに流行しました。

701年 大宝地震 （日本・京都北部、M7.0）
日本海側で高さ40mの津波が発生しました。

710年 平城京遷都、奈良時代はじまる。
710年 ウィトリ山噴火（パプアニューギニア、VEI=6）

そののちに、ヨーロッパでマジャール人が南下しました。日
本では旱魃がおこりました。

735年 日本で天然痘が流行
750年 チャーチル山噴火（アラスカ、VEI=6）

そのあとにスペインで飢饉になりました。中国では755年
に安史の乱がおこりました。

780年 エルチチョン山噴火（メキシコ、VEI=5）
そのあとに、中国、朝鮮半島、日本で旱魃になりました。

786-787年 唐で洪水、飢饉発生（中国）
790年 このころからヴァイキングが行動をはじめる。       
794年 平安京遷都、平安時代はじまる。     
800年 ダカタウア湖噴火（ビスマーク諸島、VEI=5 以上）

そのあとの802年に東ローマ帝国でクーデターがおこりま
した。モンゴルで異常気象があり、家畜が多く死にました。

800年 フランク王国のカール大帝、ローマ皇帝になる。
847年 チャーチル山噴火（アラスカ、VEI=6）
856年 ダームガーン地震（イラン、M8.0）死者20万人。
864年 富士山貞観大噴火（日本、VEI=5）
869年 貞観地震（日本・東北太平洋沿岸、M ＝ 8.3）
882年 キエフ大公国おこる（ウクライナ）。

この国の分国からモスクワ大公国ができ、やがてロシアが
出てきます。

900-1230年 このころから中世の温暖期がはじまる
915年 十和田カルデラ噴火（日本、VEI=5）

東北地方で飢饉がおこりました。

930年 グアグアピチンチャ火山噴火（エクアドル、VEI=5） 
930年 セボルコ山噴火（メキシコ、VEI=6）
933年 ラキ山噴火（アイスランド、VEI=6）
935年 新羅が滅亡し、高麗がおこる（朝鮮半島）。    
946年
　

白頭山噴火（朝鮮半島北部、VEI=6）
日本にも火山灰が降りました。そのあとに、中国
と日本で低温になり、中国では混乱がおきまし
た。写真は、白頭山山頂上にある天池で、大き
なカルデラになっています。

962年 東フランク王が皇帝に即位（神聖ローマ帝国）       
979年 宋が中国を統一。    
1030年 ビリー・ミッチェル噴火（ブーゲンビル島、VEI=5）

そのあとに中国で旱魃になりました。

1066年 ノルマンディー公（フランス）がイングランドに
侵攻する。イングランドにノルマン朝おこる。

1080年 摩周湖噴火（日本、VEI=5）
このあと、ライン川流域で飢饉がおこっています。

1082年 ウビナス山噴火（ペルー、VEI=5）
このあと、キプチャク人がバルカン半島に侵入しました。
また、日本では1983年に後三年の役がおこりました。

1096年 第一回十字軍
1104年 ヘクラ山噴火（アイスランド、VEI=5）

このあとに高麗が女真に侵攻しました。

1108年 浅間山噴火（日本、VEI=5）
「天仁大噴火」といわれています。火山灰で上
野国に壊滅的な被害がでたことにより、荘園化
がすすみました。写真は浅間山です。

1124-1126年 ヨーロッパで飢饉    
1127年 金、北宋を攻略、北宋が南遷し南宋に（中国）。
1130年 コトパクシ山噴火（エクアドル、VEI=5）

このあとに朝鮮半島で飢饉、日本の京都と中国の長江で
水害がおきました。

1138年 アレッポ地震（シリア、M8.5）
死者23万人、2年余震がつづき、トルコ西部にも被害がでました。

1143年 ハンザ同盟のリューベック建設（ドイツ）。
1180
　-1182年

養和の大飢饉（日本）
とくに西日本で不作になり、台風、大雨と平氏軍の兵糧米
調達の影響で深刻な米不足になりました。餓死者多数

1185年 文治地震（日本、M7.4）
1192年 源頼朝が征夷大将軍になる。   
1202-1204年 第四回十字軍

十字軍が東ローマ帝国のコンスタンティノープ
ルを包囲、陥落させました。東ローマ帝国は一
旦滅亡しました。イラストは中世のコンスタン
ティノープル。東ローマ帝国は1261年に復興し
ました。

1230
　-1239年

寛喜の飢饉（日本）
夏の低温と暴風雨で稲作が壊滅し、暖冬で麦が不作にな
り、飢饉が深刻化して餓死者が多数でました。

1257年 リンジャニ山噴火（インドネシア、ロンボク島、
　　　　VEI=7）

そのあとに日本で正嘉の飢饉がおきたほか、朝
鮮半島やインド、ヨーロッパでも飢饉になりまし
た。写真は、ロンボク島のリンジャニ火山で、火
口が湖になっています。

1259年 中国で疫病（おそらくペスト）
元の4代皇帝モンケがこれにより死去しました。

1262年 カトラ山噴火（アイスランド、VEI=6）
その後、アイルランドや中国のイリ渓谷で飢饉がおきました。

1276年 南宋が滅亡し、元が中国統一。
1280年 キロトア湖噴火（エクアドル、VEI=6）

日本各地、ヨーロッパ、北海で洪水がおきまし
た。写真は、エクアドルにあるキロトア湖で、こ
こから噴火しました。

1284年 弘安の役（元寇）
日本に来襲した元軍が暴風雨により壊滅しました。

1293年 永仁関東地震（日本、関東地方、M=8 クラス）
相模トラフ巨大地震です。そのあと平禅門の乱がおきました。

1299年 オスマン帝国おこる（トルコ）。
1303年 洪洞地震（中国山西省、M8.0）

死者は20万人とも、47万5800人ともいわれています。

1310
　-1315年

タラウェア山噴火（ニュージーランド、VEI=5）
1314-1321年にヨーロッパで飢饉がおきました。

1320
　-1331年

中国でペストが流行
人口が半分に減りました。元の滅亡につながりました。

1334年 シベルチ山噴火（カムチャツカ半島、VEI=5）
1336年 室町幕府が成立。
1340年 ヨーロッパで飢饉　多雨により収穫が減りました。
1344-1362年 中国でペストが流行
1347
　-1404年

ヨーロッパでペストが流行
ヨーロッパの人口が大きく減りました。封建制が衰退しま
した。ユダヤ人迫害がおきました。

1351
　-1366年

中国で紅巾の乱がおこる。
ペストと経済不振が背景にありました。

1360年 エルチチョン山噴火（メキシコ、VEI=5）
1361年 康安正平大地震（日本・近畿地方、M=8-8.5）

津波により、被害が拡大しました。

1362年 エーライヴァヨークトル山噴火（アイスランド、VEI=5）
その影響で、朝鮮半島で大雪、中国で洪水になりました。

1368年 明おこる（中国）、元はモンゴル高原で北元に。
1370年 ティムール帝国がおこる。
1392年 高麗が滅亡し、朝鮮王朝（李氏朝鮮）が成立。
1420
　-1421年

応永の大飢饉（日本）
旱魃と収穫期の大雨による飢饉です。戦乱も影響しました。

1435-1835年 このころから、寒冷期
1437
　-1438年

ヨーロッパで飢饉
低温と長雨による収穫減が原因です。

1438-1439年 ヨーロッパでペストが流行
1452
　-1458年

海底火山クワエ噴火（バツアヌ、VEI=6）
津波が発生し、ポリネシア文明が崩壊しました。世界的に
異常低温になり、朝鮮半島とヨーロッパで飢饉、日本と中
国で洪水になり、中国で大雪がふりました。

1453年 オスマン帝国がコンスタンチノープルを攻
略、東ローマ帝国が滅亡（中世の終わり）。

※災害が起きた年および地震の規模（Ｍ）や火山爆発指数（VEI）については、推定によるものがあります。
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　「歴史を変えた災害」というテーマにそって、自然災害と歴史的出来事の関連がわかるよう
に、大規模な自然災害を中心に年表にまとめました。火山の噴火や地震などについては、規模
だけでなく、歴史的な影響の大きさを配慮して収録しました。

巻末年表② 自然災害と歴史的出来事の関連を読む

歴史の出来事と記録に残る自然災害
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見返しも
資料性バツグン！
見返しには、日本と
世界の主要な火山噴
火をのせています。

ビジュアルな年表
写真をのせているので、
楽しく読めます。
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　ペストは中世の大流行以前にもたびたび流
行しました。確かな記録に残る最初の流行は
６世紀にありました。西ローマ帝国が滅亡し

たあと、勢力をのばし領土を広げていた東
ローマ帝国でペストの流行がおきました。そ
の結果、東ローマ帝国は衰退していきます。

ユスティニアヌスのペスト
東ローマ帝国とイスラム帝国の運命を変えたペスト

　ペストの最初の確かなパンデミックは、541
～549年に地中海沿岸でおこりました。それか
ら数度にわたり、地中海沿岸で流行しました。
　当時は東ローマ帝国（ビザンツ帝国）皇帝の
ユスティニアヌス１世（在位：527～565年）
が東西分裂前のローマ帝国くらいまで支配地を
拡大していました。しかし、地中海にペストが
流行して、多くの犠牲者が出たといわれてお
り、東ローマ帝国の軍事力が大きく低下し、北

　正統カリフの時代が終わり、ウマイヤ朝にな
りました。それまで合議制で決められていたカ
リフ（最高指導者）が、ウマイヤ朝では世襲制
になり、それへの不満から内乱が続きました。
この内乱のさなかに、正統カリフの子孫だけを
指導者として認める「シーア派」が生まれます。
　地中海東部では、688年から747年にペスト
がほぼ10年おきで流行しました。
　ウマイヤ朝では大きな内乱が680～698年に
おきますが、そのあとに698～701年にペスト
が流行しました。本拠地のシリアで死者が多く、
ウマイヤ朝の軍事力は大きく低下しました。ま
た、ウマイヤ朝は非イスラム教徒（ズィンミー）
から税（ジズヤ）をとっていましたが、納税義
務のないイスラム教に改宗するズィンミーが多
くなり、税収が減少して財政が悪化しました。
　ウマイヤ朝で混乱が続くなかで、744～747
年にもペストが流行しました。そのときに、ペ
ルシャ高原を本拠地にするアッバース一族が
シーア派におされ、ウマイヤ朝に対抗してアッ
バース革命をおこしました。軍事的にも財政的
にも疲弊していたウマイヤ朝は鎮圧することが
できず、ウマイヤ朝は滅亡し、そのあとにアッ
バース朝が建国されました。

●ユスティニアヌスの疫病に苦しむ墓掘り人の救命をイエ
スに懇願する聖セバスチャン　初期のキリスト教の慈善活
動をあらわしています。

ペスト後の東ローマ帝国の衰退

ペストに苦しめられたウマイヤ朝

　衰退した東ローマ帝国にかわって支配地を広
げたのが、イスラム教勢力でした。
　610年ごろにおこったイスラム教は勢力を拡
大しました。イスラム帝国が成立し、預言者ム
ハンマドの後継者の正統カリフが率いて、レバ
ント※や北アフリカに進出しました。さらに、
軍事力が低下していた東ローマ帝国を圧倒し、
東地中海一帯を支配下にしました。

イスラム帝国の拡大

●ダマスカスのウマイヤ・モスク　もともと東ローマ帝国の
キリスト教聖堂でしたが、708年ウマイヤ朝のカリフが、イス
ラム寺院に改装したものです。

方からスラブ人やアヴァール人なども侵入して
東ローマ帝国の勢いが止まりました。このペス
トを「ユスティニアヌスのペスト」といいます。

※「レバント」とは、シリア、レバノン、ヨルダン、パレスチナ（イスラエル）一帯をさす地域名です。広義には、エジプトもふくめます。

541〜549 東ローマ帝国内でペストが流行する
568 イタリアにランゴバルド王国おこる

590 ローマでペストが流行する

602 このころからスラブ人がバルカン半島に移住

610ころ ムハンマドがイスラム教をはじめる

637
イスラム帝国（正統カリフ時代）がレバント、
エジプトを支配下に

638〜639 東ローマ帝国、レバント、エジプトでペストが流行
655 イスラム帝国が地中海東部の主導権を握る
661 ウマイヤ朝成立
680 ウマイヤ朝で内乱（シーア派が生まれる）
688〜744 レバントでペスト（ほぼ 10年おきに流行）
697 ウマイヤ朝が北アフリカを征服
698〜701 東ローマ帝国とレバントでペストが流行
711 ウマイヤ朝がイベリア半島に侵攻、征服

732
トゥール・ポワティエの戦い、フランク王国が
ウマイア朝のヨーロッパ進出をはばむ

744〜747 東ローマ帝国、レバント、北アフリカでペストが流行

750 ウマイヤ朝滅亡、アッバース朝成立

2120

東ローマ帝国（ビザンツ帝国）は、イタリア半島などの、
滅亡した西ローマ帝国の領域の多くを支配しました。

東ローマ帝国東ローマ帝国

550年

ユスティニアヌスのペストが流行したあと、東ローマ帝
国の支配地域はイタリア半島などで狭くなりました。

東ローマ帝国東ローマ帝国

600年

東ローマ帝国が弱体化すると、東ローマ帝国が支配して
いた東地中海に、イスラム帝国が侵入してきました。

東ローマ帝国東ローマ帝国

イスラム帝国イスラム帝国

650年

アッバース朝に東地中海を奪われた東ローマ帝国は交易に
よる利益が減少し、さらに勢力が弱くなっていきました。

アッバース朝アッバース朝

750年

ペストの流行と東ローマ帝国、イスラム教勢力の盛衰

東ローマ帝国、イスラム教勢力の勢力図の年代経過

ペストが流行したあとの 550 年からイスラム教がおこる
前の 600年、おこったあとの 650年、アッバース朝がお
こったあとの 750年をくらべています。

東ローマ帝国東ローマ帝国

！！
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　第一次世界大戦による大戦景気が終わり、戦後の不況になっていた日本で、1923年に関東大震災がおきました。直接的な被害が大

きかっただけでなく、復興にかかる費用も莫大で、日本経済は大きな打撃を受け、その後の不況は戦争の遠因になりました。

1923年関東大震災

昭和の恐慌と戦争の遠因にもなった地震

　関東大震災は、経済に大きな打撃を与えました。政府はすぐに民間債務の支払猶予令（モラトリアム）を発動し、政府が保証する形で、手形を発行した民間企業に支払いの猶予を認めました（震災手形）。しかし、復興資材の輸入などで輸入超過になり、不況が激化しました。また、震災とは関係なく経営困難になった企業も震災手形の発行の対象になっており、震災手形が不良債権になることも多くありました。　1927年、大蔵大臣の失言を発端にして、銀行で取り付け騒ぎが発生し、銀行の休業が相次ぎました（金融恐慌）。震災手形を多く持っていた銀行ほど危機的な状況でした。政府は、震災手形の支払猶予令（モラトリアム）を出し、

震災による恐慌の連鎖

　1923年９月１日、関東地方で巨大な地震がおきました。本震は午前11時58分におこり、M＝7.9で、震央は神奈川県西部内陸部、もしくは相模湾といわれますが、複数の震源による地震という説もあります。余震がすぐにおき、12時１分に東京湾中北部でM＝7.2、12時３分に神奈川・山梨県境でM＝7.2、２日に千葉県南西沖でM＝7.3の地震がおきています。　揺れは大きく、本震で震度６が神奈川県横須賀、東京、埼玉県熊谷、山梨県甲府などで、三浦半島の地震計は計測不能でした（当時は震度７が設定されていませんでした）。　本震のあとに津波がすぐに発生し、熱海で６m、伊東で９m、鎌倉で５～６mの津波がきました。初島も津波におそわれましたが、島が地震で隆起し、集落までとどかなかったそうです。

昼食前におそってきた大地震

●東京・下町をおそった火災旋風　地震のあと、火災が多発し、強風にあおられて火炎が竜巻のようになる「火災旋風」という現象がおこりました。『本所石原方面大旋風之真景』

　地震により、木造建築だけでなく、レンガ造りや石造りの建物など、多くの建築物が倒壊し、建物の中にいた人などが圧死しました。　関東大地震の発生は、昼食時だったこともあり、横浜や東京では火災が多発しました。とくに木造住宅の密集する東京下町などでは、100か所以上で出火しました。その結果、避難している人も火災に巻き込まれ、犠牲者が多くでました。また、多くの文化財なども焼失しました。　ほとんどの鉄道は不通になり、ガスや電気、郵便をふくめた通信など、インフラがすべて破壊されました。東京に国家機関が集中していたため、国家機能がまひしました。　この地震で、全壊約13万棟、半壊約13万棟、焼失約45万棟、死者・行方不明者10万5000人に達しました。そしてこの震災は、「関東大震災」とよばれるようになりました。

首都機能を破壊した地震

地震がおこった断層面

震源地
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3

4

千葉県東京都

神奈川県

山梨県

静岡県

関東大震災は相模トラフでおきた地震です。震源地は神奈川県西部説と相模湾説があります。番号はM＝７以上の余震がおきた順番で、震源地が広範囲にわたっています。

日銀は市中に現金を大量に放出し、巨額の融資で銀行を救済して、金融恐慌を乗り切りました。その際に、財閥に資本が集中しました。　1929年に世界恐慌、翌年から昭和恐慌になり、政府は景気対策で軍拡政策をおこない、大陸進出に活路を求め、戦争に走り出します。

混乱の中での弾圧事件と朝鮮人虐殺　この震災に乗じて、陸軍は社会主義者や自由主義者を謀殺しました（亀戸事件、甘粕事件）。　また、通信がまひしていたので、情報が少なく、とんでもない流言が飛びかいました。　なかでも「朝鮮人が暴動をおこす」という流言で、朝鮮出身者と少数の地方出身の日本が虐殺されました。その流言の一部には、警察も関わっていました。また新聞もデマを伝えていました。すぐに軍や警察が否定したのにもかかわらず、虐殺が続きました。虐殺行為をおこなったのは、おもに「自警団」の民間人でした。

●警視庁の朝鮮人保護収容所　日本政府は朝鮮からの移住を制限していました。陸軍や警察は朝鮮人を虐殺から保護しますが、虐殺はあとを絶ちませんでした。

　震災の被害にあった東京では生活基盤が壊滅し、経済活動もできなくなったため、小田急沿線などの東京西部の郊外、大阪や名古屋に移住する人が多くでました。なかでも、大阪は人口が200万人以上になり、東京をこえる世界6番

震災が変えた東京と大阪

●金融恐慌時の銀行の取り付け騒ぎ　銀行が倒産するという噂が広まり、預貯金を下ろそうとする人が殺到しました。

関東大震災の震源地

目の都市となって商工業が発展し、日本経済の中心になりました。そこで首都機能を東京から移転する話も出ましたが、天皇の詔書により、遷都せずに東京を復興することになりました。　また、大阪をふくめた阪神地区では、「阪神間モダニズム」とよばれる、近代的な芸術や文化が栄えました。
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年代 自然災害の種類
地域 死亡者・行方不明者数 全壊家屋・流出家屋

652 白雉３年難波
の大洪水

大阪

753 摂津国御津村
高潮被害

近畿
約560人

775 宝亀６年東海
暴風雨

東海地方
300人

1534 九州で台風
九州

１万人

1612 中国～東海
地方で台風

中国、近畿、東海地
方 3000人

1635 東海地方・関
東地方で辛卯の暴

風雨 東海地方、関
東地方

5000人

1650 九州、広島
、東海地方で大洪

水 九州、広島県、東海
2360人

1670 寛文近畿暴
風雨

近畿
2143人 949戸

1680 延宝東海・
江戸大水害

東海地方、関東地
方 1000人以上

1680 東海地方～
関東地方で台風

東海地方～関東地
方 4000人以上

１万戸以上

1728 享保13年秋
雨前線豪雨

関東地方、東北地
方 １万人以上

1749 寛延２年中
国地方畿内風水害

近畿～関東地方
3000人

1767 愛知で明和
の洪水

愛知県
2154人 1516軒

1774 安永３年近
畿地方暴風雨、高

潮 中国地方～関東地
方 1600人以上

1778 安永７年京
都一円豪雨・洪水

近畿
600人以上

1828 文政11台風
・梅雨前線

全域
2500人以上

1828 シーボルト台
風

九州、中国地方
1万8000人以上

10万戸以上

1868 戊辰の大洪
水

近畿～東北地方
1000人以上

807戸

1884 日本で台風
ほぼ全国

1992人 ４万3894戸

1888 明治22年８
月台風、十津川大水

害 四国～関東地方
1496人

1889 明治22年９
月台風

近畿～関東地方
876人 １万4323戸

1893 明治26年10
月台風

九州、中国、四国、
北陸 1000人以上 2万5000戸以上

1896 明治29年９
月秋雨前線＋台風

ほぼ全国
1250人 ２万9613棟

1899 明治32年８
月台風

四国、中国地方
1218人 ２万530戸

1910 明治43年の
関東大水害

関東
1359人 6597戸

1917 大正６年９月
秋雨前線＋台風

近畿地方、東海地方、
関東地方 1324人 ３万8881戸

1934 室戸台風
四国～近畿

3036人 ４万3048戸

1938 阪神大水害
近畿、東海

715人 5732戸

1942 昭和17年台
風第16号「周防灘台

風」 九州、四国、中国地
方 1158人 ３万5888戸

1943 昭和18年台
風第26号＋秋雨前

線 九州、中国地方
970人 6574戸

1945 枕崎台風
西日本

3756人 8万9839棟

1945 昭和20年台
風第20号「阿久根台

風」 九州～中部地方
451人 6181棟

1947 カスリーン台
風

東北～関東
約2000人

1948 アイオン台風
東北～関東

838人 5889棟

1950 ジェーン台風
四国、近畿、北陸、

東海地方
539人 １万9131棟

1951 昭和26年台
風第15号「ルース台

風」 九州～東北地方
943人 ２万4716棟

1953 昭和28年連
続梅雨前線

九州
913人 5699棟

1953 昭和28年南
紀豪雨

近畿
1015人 7105棟

1953 昭和28年南
山城豪雨

近畿
430人 893棟

1953 昭和28年台
風第13号

四国～関東地方
478人 8604戸

1954 洞爺丸台風
北海道

1761人 8396棟

1957 昭和32年７月
諫早豪雨「諫早大水

害」 九州
722人 1564棟

1958 昭和33年台
風第22号「狩野川台

風」 東海地方、関東地
方 2269人 2947棟

1959 昭和34年台
風第７号「韋駄天台

風」 中部地方
235人 4089棟

1959 伊勢湾台風
東海地方

5098人 ４万838棟

1961 昭和36年梅
雨前線豪雨

中部地方
357人 1758棟

1962 昭和36年台風
第18号「第二室戸台

風」 おもに四国、近畿
202人 １万5238棟

1966 昭和41年台風第
24号、第26号「足和田台

風」 九州～東北地方
317人 2422棟

1967 昭和42年7月
豪雨

九州、中国地方、近
畿 369人 901棟

1972 昭和47年7月
豪雨

ほぼ全国
447人 2977棟

1982 昭和57年7月
豪雨「長崎豪雨災害

」 九州
345人 464棟

2018 平成30年7月
豪雨

おもに中国地方
271人 6783棟
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紀元前6440年（7）

吾妻山
1977年（1）

硫黄鳥島
1968年（1）

御嶽山
2014年（3）

羅臼岳
1800年（3）

三瓶山
紀元前1920年（4）

明神礁
1952年（2）
1970年（2）

西表海底火山
1924年（5）

鬼界カルデラ
紀元前4350年（7）

2020年（1）

霧島山
紀元前4350年（4）

紀元前2650年（4）

788年（4）
1235年（4）
2018年（3）

久住山
紀元前9160年（4）

紀元前3780年（4）

紀元前2440年（4）

紀元前100年（4）
1995年（1）

口永良部島
1933年（4）
2020年（3）

開聞岳
紀元前2010年（4）

紀元前1780年（4）

紀元前1500年（4）

紀元前650年（4）

紀元前270年（4）

紀元前80年（4）

130年（4） 150年（
4）

600年（4） 660年（
4）

720年（4） 770年（
4）

874年（4）
885年（4）

山川池田
紀元前2690年（5）

桜島
紀元前8050年（6）

紀元前6050年（7）

紀元前3050年（4）

紀元前2900年（4）

1471年（5）
1779年（4）
1914年（4）
1955年（3）

鶴見岳
紀元前200年（4）

867年（3）

中之島
1914年（1）

口之島
諏訪之瀬島
1600年（4）
1813年（4）
1877年（4）
1889年（4）
2004年（2）

妙高山
紀元前4750年（5）

紀元前2750年（4）

弥陀ヶ原
1839年（2）

栗駒山
1950年（2）

雲仙
2016年（2）
1792年（2）

阿蘇山
2016年（3）
2021年（2）

横当島
1835年（2）

横岳（八ヶ岳）

これまでの日本の風水
害とおもな火山

　日本で活動してい
るおもな火山や有名

な風水害をまとめて
みました。

　風水害は、地方でお
こったものや戦国時

代以前のものは、記
録されていないこと

も多くあり

ますが、人々は昔か
らいろいろな気象災

害に苦しんできたこ
とがわかります。　

※（　）内の数字は、火山爆発指数（VEI）の値を示しています。

　  VEIについては、42ページを参照。

　12000年前から現

在まで噴火した火山を

まとめています。主要

な大噴火とその規模、

最近の噴火とその規模

を記しています。

火山

　以前は1000人をこえる犠牲者が

出ることも少なくありませんでし

た。治水がすすんだおかげで被害

が少なくなりました。

風水害


